
「源 氏 物 語 ～総角巻前半を読む～」 とは、 
 

 「総角」とは「総角結び」という結び方で、紐なども指します

が、ここでは「角髪」（みずら）とも呼ばれる、古代の幼児の髪型及

びその子供を意味します。と言うのは、平

安時代の民謡である催馬楽（さいばら）の

中に、「総角」という曲があり、それは、

「総角や トウトウ 尋（ひろ＝長さの単

位）ばかりや トウトウ 離（さか）りて

寝たれども 転（まろ）びあひけり トウ

トウ か寄りあひけり トウトウ」（「トウトウ」はいわゆる囃子詞

で意味はありません）という、源氏物語にふさわしい歌詞を持ち、

この巻の内容はそれを踏まえていると思われるからです。 

意味はだいたいお分かりと思いますが、「男女の子供が、最初は少

し離れて寝たのだけれども、いつのまにかお互いが転がって最後は

くっついてしまった（＝良い仲になってしまった）」で、この巻でも

ある男女が「くっつく」のですが、それは誰と誰か。予想しながら読み

始めるのも楽しいでしょう。私見によれば源氏物語の巻名は、こうして

決まっていったのだと思います。 
ただそれはおそらく読者にとっては意外な組み合わせで、そのため

か、もとの催馬楽とは違って(催馬楽では、自分で転がっていくのですか

ら、おそらく相思相愛の男女です)、ハッピー・エンドにはなっていませ

ん。今まであまりお話しする機会はありませんでしたが、これが源氏物

語の「引用」の仕方で、読者の「期待」を裏切っていくことにより、そ

の興味をつなぎ続ける手法を採っているのです。その複雑さ故か、この

巻は大変長いものとなっているので講座は 2 回に分け、今回はその前

半、二人が結ばれるまでを扱います。 
 そのあと話はどうなっていくのかは次回のお楽しみにしておきますが

徴候はあります。それを探しながらお楽しみください。 
 

講師：宮崎大学名誉教授 

                  博士（文学） 山田 利博 

 期 日 内 容 

第 1 回 
令和５年 11 月 25 日（土） 

（10:30-12:00） 
薫、大君のもとに押し入る 

第 2 回 
令和 5 年 11 月 25 日（土） 

（13:00-14:30） 大君、妹を薫にと決意 

第 3 回 
令和 5 年 11 月 26 日（日） 

（10:30-12:00） 
薫、姉妹の部屋に忍び入る 

第 4 回 
令和 5 年 11 月 26（日）

（13:00-14:30） 
匂宮、中君と契る 

◆受講方法 

１．9 月 21 日（木）から募集を開始します。お電話、FAX、E‐mail1 にてお申込くだ

さい。 
宮崎大学学び・学生支援機構地域人材育成課 
受付時間：9：00～16：00（土日・祝日は除く） 
 電話：0985-58-7188   ＦＡＸ：0985-58-7793 
  E-mail  : m-chiiki@of.miyazaki-u.ac.jp 
※申込時の情報は、公開講座に関する業務のみに利用され、その他の目的には利用されません。 

 

２．受講申込（仮予約）がお済みの方は、銀行窓口で受講料を納入してください。 
◆受 講 料：3,000 円（全 4 回分・消費税込） 
◆入金期日：申込日から１週間  
◆振 込 先：宮崎銀行 清武支店 普通預金 

口座番号：５７８６３ 
受 取 人：国立大学法人宮崎大学  ダイ）ミヤザキダイガク  
電話番号：０９８５－５８－７１２２         
         

 注）銀行窓口で受講料を納めた際は、振込金受取書を必ず受け取ってください。 

領収書になりますので、大切に保管してください。 

 

申込後、大学にて振込確認を行い、受講者名簿に登録させていただきます。これで、受

講決定となります。 
※受講料について 

① 受講料は銀行振込となります。当日の現金払いはお受けできません。 
② 銀行振込の際には、振込手数料が必要となります。受講者の負担となりますの

でご了承ください。 
③ 受講料は返還できませんのでご注意ください。 

 

令和 5 年度（秋）宮崎大学公開講座 
 「源 氏 物 語 

   ～総角（あげまき）巻前半を読む～」 
 集 中 講 義 予 定  

会場：まちなかキャンパス 


